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別府市に近接の場外舟券売り場にNOを

由布市狭間町の場外舟券売り場建設に関する開発を
許可しないよう求める要望書

由布市挾間町七蔵司に長崎県大村市が計画している場外舟券売り場「（仮称）ボートレースチ

ケットショップ由布」の設置をめぐり、予定地に隣接する別府市は２０１７年３月１０日付で大

分県に意見書を提出し、場外舟券売り場の設置に明確に反対の意思を表明しています。これは、

近接する地域の騒音・交通事故・防犯上の問題・青少年健全育成の問題など生活環境に与える影

響、また、開発行為による地元古賀原地区への水資源の影響を懸念し、場外船券売り場設置に反

対する地域住民の声を受け、競輪事業等への影響等を考慮したものです。

その後２０１７年９月２９日付、別府市議会は全会一致で「（仮称）ボートレースチケットショッ

プ由布」設置に反対する決議を行っています。さらに、２０１８年１月１９日付で、別府市は大

分県知事宛の意見書でを提出し、詳しい経過を述べた上で、本件に関する開発行為及び開発行為

による場外舟券売り場の設置に明確に反対を表明しています。この意見書には、反対意見が市民

の総意であると明記されています。

大分県として、これらの経緯を踏まえ市民の総意である別府市や別府市議会の反対意見を尊重

するのは当然です。建設予定地から別府市街地までの道程は５ｋｍ程度であり、県道別府挾間線

の開通により道路事情も改善されています。由布市民だけでなく別府市民、さらに大分県民のボー

トレースへの関心が、貧困が広がる市民生活県民生活に与えるマイナス影響についても懸念され

ます。よって、場外舟券売り場の設置をしないよう以下の通り要望します。

１．由布市狭間町に計画中の場外舟券売り場建設に関する開発と
林地開発を許可しないこと。

場外舟券売り場が別府市に近接する由布市狭間町に

計画されていますが、この計画に別府市や別府市議会

は反対を表明しています。しかし、開発業者は昨年１

２月に大分県に開発と林地開発許可の申請を出してい

ます。

３月２０日、堤栄三県議、工藤俊治由布市議、え

んど久子は、開発を許可しないことを求め、大分県に

要望書を提出しました。 左から工藤俊治由布市議、えんど久子、堤栄三

県議。 大分県庁にて ２０１８．３．２０．


